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資
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館

∩
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倒
田
日
∪

飯
回
の
水
引
き
の
基
礎
を
つ
く
り
、

落
話
な
ど
で
も
語
り
継
が
れ
る

「文
七
元
結
」
の
資
料
を
は
じ
め
、

水
引
工
芸
の
歴
史
・文
化
な
ど

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、

お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

信
州

飯
田
水
引
の
歴
史
は
、

桜
井
文
七
な
く
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

文
七
は
天
和
三
年

全
六
人
三
年
）
頃
、

美
濃
国

（現
在
の
岐
阜
県
）
恵
杯
郡
浅
谷

村
に
生
ま
れ
、

一万
禄
二
年

全
六
人
九
年
）
七
歳
で
元
結
寿
に
奉
公
に
出
さ
れ
飯

田
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

当
時
の
元
清
は
井
竹
に
弱
く
扱

い
に
く
か

っ
た
為
、

文
七
は
そ
こ
で
惨
行
を
積

み
な
が
ら
元
結
改
良
に
日
夜
苦
心
を
重
ね
、

送
に
丈
夫
な
元
結
造
り
に
成
功
、

販

路
を
江
戸
に
求
め
る
と
、

た
ち
ま
ち
髪
結
床
か
ら
注
文
が
殺
到
、

」ヽ
れ
を
契
検

に
江
戸
に
卸
問
屋
を
開
業
し
て
後
、

「文
七
元
結
」
の
名
は
国
中
に
手
き
ま
し
た
。

散
郷
を
離
れ
当
地
の
元
結
業
に
貢
献
し
た
文
七
も
、

宝
暦
三
年

全
七
五
三
年
）

七
月
四
日
、

七
十
歳
で
逝
去
。

飯
田
市

の
長
昌
寺
に
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い

収容
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世界
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55こ と冴Kヨ:工要躍 元
結
と
は
、

髪
を
束
ね
る
お
の
紙
紐
の
事
を
い
い
、

晴
紙

（和
紙
）
を
お

っ
た
も
の
に
胡
務
を
塗
り
固
め

た
、

紙
で
あ
り
な
が
ら
非
常
に
丈
夫
な
紐
で
す
。

こ
の
元
結
が
普
及
す
る
以
雨
は
麻
糸
や
粗
紐
が
使

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
扱
い
易
さ
か
ら
主
に

当
時
の
紙
結
床
の
必
需
品
と
し
て
普
及
し
ま
し
た
。

飯
口
の
元
結
造
り
は
、

一万
得
時
代
飯
日
の
地
を
治
め

た
藩
主
「堀
美
作
守
親
昌
」
の
産
業
政
策
に
始
ま
り
、

恵
ま
れ
た
環
境
と
良
質
な
水
や
豊
富
な
原
材
料
、

街

道
な
ど
の
流
通
経
路
な
ど
が
相
侯

っ
て
、

当
時
の
主

力
産
業
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

明
治
四
年
の
断
髪
令
に
よ
り
元
結
は
衰
退
を
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、

飯
日
の
業
者
は
水
引
に
転
じ
現
在

に
至

っ
て
お
り
ま
す
。

〒395t0156長野県飯田市中村1287番地
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水
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工
芸
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御
所
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水引工芸美術館

元善光寺



信
州
飯
田

殿
堂
と
い

つヽ
名
，

匠
の
館
が
こ
，か

平成六年五月、トルコのイスタンず■ル
市で開催された「イスタンブール送虚バ
ンフェスダ94Jでの実演風景。
チ ョウの水引細工1,000個 を

プレゼントした他、鳳凰、ク

の作品を展示・実演。水引き

人と人との心を結び、日

広く紹介した。

返
簿
寵

●工芸館をパウクに記念撮影をどうぞ。※予め御予約下さいう



NIIZUHIKI ART GALLERY 工芸師の織りなす繊細かつ大胆な作品を一堂に。

水引アートギャラリー水
引
工
芸
作
品
を

お
手
元
ヘ

水
列
工
芸
の

生
け
花

造
花
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い

水
引
き
な
ら
で
は
の
美
し
さ
。

日
本
市
来
よ
り
受
け
継
が
れ
、

飯

日
の
歴
史
文
化
を
代
表
す
る
伝
統

工
芸

「水
引
」
の
素
晴
し
さ
を
、

地
元
は
も
と
よ
り
観
光
客
の
背
様

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
改
め
て

ご
紹
介
し
、

水
引
き
に
つ
い
て
よ

り
深
い
知
識
と
親
し
み
を
も

っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、

全
館
無
料
開
放
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

飯
日
の
旅
の
思
い
出
に
多
く
の
皆

様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
様
、

努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

水
引
工
芸
家
　
束
十　
一宏
士
日

は |!ヰ

皇太子様・小和田雅子様御納采の儀の新
縁起物の「鶴亀」を献上する

ｒふ
蒋
重

極



水
引
工
芸
を

「芸
術
性
の
高
い
商
品
」
と
し
て
展
示
、

販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

水
引
細
工
の
美
し
さ
を

心
ゆ
く
ま
で

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●髪飾り

鯵≡

！チ
孝
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●キーホルダー

●髪飾り

鶴
醒

題

題

題

高
級
ア
ー
ト
エ
芸

●台付嵐風

●菊ケンガイ

●水引家紋 丸 に木ll t

工芸社章●

●工芸額人 朱 竹


